
1.  ーブル線路の安定的な運用に欠かせない極めて有用なものである。

一方，22～77 kVクラスの特別高圧CVケーブルでは，水ト

リーが絶縁体を橋絡していない，いわゆる非橋絡水トリーを検

出する必要があ

一般的に，耐圧試験には商用周波交流（以下，AC）及び直

流（以下，DC）高電圧が用いられる。し∬圧試験を行うために必要な要素として，以下に示すものが望まれる。

（1） ɬケーブルに超低周波（VLF）電圧を用い

た耐圧試験を行うことにより，ケーブル線路の余寿命を判定する方法について検討した。VLF耐圧試

験は，試験設備の規模，水トリーの検出能力，試験の健全性の観点から最も優れた耐圧試験と考えら

れた。撤去ケーブル及びモデルケーブルの破壊試験を行い，水トリー劣化と破壊レベルの相関を調査

した。その結果をデータベースとして統計的に解析し，22 kV～77 kV CVケーブルの余寿命判定を

可能とする試験電圧を求める新手法を考案し，適切な試験電圧を求めた。これらの結果を基に，フ∵
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図1 ケーブル絶縁体に発生した水トリー
Water treed XLPE cable







しかしながら，図






